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２．１．４　木曽郡６町村によるＩＣＴ広域利活用基盤による情報流通への取組（長野県木曽広域連合）
〔概要〕
木曽広域連合では平成１７年度より整備実施をした木曽広域ケーブルテレビ網が持つ幅広い年齢層に受け入

れられているメディア特性を生かして、自主放送のデータ放送と双方向機能を中心とし、地域ケーブルテレビを情
報ゲートウェイとして活用する防災及び福祉等支援のシステムを構築し、木曽地域で暮らす誰もがＩＣＴ環境を利
用でき、その便益を享受することで安心・安全に暮らせる地域基盤の構築を目指ざしました。

〔コラム〕
木曽地域は、３町３村で構成され約３万人余りの住民が暮らす典型的な山間地域です。全国の推移を上回って
人口の減少と少子・高齢化が進んでおり、また冬季降雪を始めとして生活道路でもある主要道の通行止めや災害
時おいて孤立する集落が出ることも想定され、災害対策は地域の重要な課題となっています。この事業では「いつ
でも、どこでも、誰でも」の「誰でも」を実現するため、パソコンや携帯電話の利用が困難な住民でも簡単に利用で
きるデジタルテレビを利活用した地域情報の発信及び情報共有に取り組んでいます。
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平成２２年度に構築したシステムでは、通行止め情報、災害情報などの緊急情報がケーブルテレビ網などを経
由して、自主放送番組、データ放送、インターネット、登録メール配信、郡内全戸設置の音声告知放送などの様々
なメディアに対して配信されます。地域情報が多様なメディアに配信されることで、木曽地域に暮らす様 な々年代
の住民が、使い慣れたメディアを通して地域の情報を知ることができるようになりました。
あらゆる世代が利用するケーブルテレビが、地域に関わる情報を集約・再配信する役回りを持つ「地域情報

ゲートウェイ」として機能し、このゲートウェイを通じて地域情報の流通が円滑・活発化することで、地域の活性化
に結びつき、そして今後はこれが「ＩＣＴによる地域文化」となるよう運用をしていく計画です。

〔事業費（うち、国からの補助額・委託額等）〕
　事業費８５百万円
　（総務省：平成２２年度地域ＩＣＴ広域連携事業）
　　　

（問い合わせ先）
木曽広域連合情報センター　事業係
長野県木曽郡木曽町福島１３２０番地
ＴＥＬ：０２６４－２１－２２１２
e-mail：jouhou@kisoji.com
URL:http://www.kisoji.com
 

２　先進的な事例紹介




